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本日は 2019 年 9 月 1 日である。かつてあった心、今ある心、かつてあった時計、今ある時計、その速

さはアンダンテ、あるいはアレグロなど、それぞれその時代の時間の速さで流れている。我々には歴史が

あり、そこには宗教の歴史もある。日本の氏族である物部氏は神道、蘇我氏は仏教を重んじ、秦野氏はキ

リスト教を信じたと一般的に言われている。歴史の内に聖書は記された。聖書は歴史的時間の恵みであ

る。日本国憲法で守られている宗教の自由が現在の日本の宗教活動を保護している。神道は日本の宗教

であると言われているが、どこかの国に行けば、神道あるいは神道に似た宗教を信じる人々に出会うの

であろう。人間は神様によって創造された。人間は神に似た者として創られた。しかし、罪(＝エゴ)が現

れた。イエス・キリストが受肉の神として来られてから 2019 年が経過した。イエス・キリストの誕生か

ら今に至るまで、どのようなことが展開されているだろうか。今朝の御言葉であるマルコ福音書と我々

が神様を礼拝することの関係、そしてなぜ我々は礼拝するのかを考えたい。歴史に名が残る人々には王

族、貴族、百姓などの階級があり、各階級や役割において治める人、働く人がおり、また国や地域の繁栄

と災害が起こらないように祈る人がいた。キリスト教において、祈りとは何であろうか。キリスト教と祈

りは切り離すことができない。祈りには毎日捧げる祈りと特別に捧げる祈りとがある。我々はマルコ福

音書から祈りについて学ぶことができる。今日の御言葉の場面は、群衆が癒しを求めてイエス・キリスト

のもとに押し迫っていた。そのため、静かに祈れば癒されたり何かが与えられたりする状況ではなかっ

た。群衆はイエス・キリストに触れれば癒されるとの思いであったが、イエス・キリストは弟子たちに小

舟を用意させそれに乗り込まれた。群衆はこれでイエス・キリストに触れることができない状況になっ

たのである。イエス・キリストはここで何を意図されていたのであろうか。イエス・キリストは、人々を



癒すことを目的としていたのではなく、御言葉の時としてこの時を用いられようとしたのである。ガリ

ラヤ、ユダヤ、エルサレム、イドマヤ、ヨルダン川の向こう側、ティルスやシドンの辺りから、つまり南、

東、北のあちこちから異邦人を含めて大勢の群衆がイエス・キリストのもとに来た。イエス・キリストは

弟子たちとともに会堂から湖の方に立ち去られ、それを知った群衆がイエス・キリストを追い、今イエ

ス・キリストの福音が宣べ伝えられるという、「湖の出来事」が始まろうとしている。1 章 40 節におけ

る癒し、2 章 1 節でのファリサイ派の人々との安息日に関する論争とイエス・キリストの癒しの業、そ

して、今日の箇所、湖での出来事である。イエス・キリストに従う人々はその教えに倣うために湖に集ま

ってきた。短い時間にアレグロの速さで皆押し寄せてきたのである。これは新しい展開であった。ファリ

サイ派の人々は宗教のみならず、政治権力としてイエス・キリストを見、殺そうとした（3:6）。それも非

常に短い時間の中で、である。イエス・キリストのもとに行けば癒されると考える人々に対し、小舟に乗

り込まれ群衆から距離を取られたイエス様。イエス・キリスト、は集まった群衆に癒されるという「目的」

を果たすことを教えるのではなく、その「原因」を知るように仕向けられた。その病は罪のゆえであるか

もしれないことを悟らせようとされたのである。我々人間は、神様のために生まれてきた。それでイエ

ス・キリストの御言葉を神様の権威ある教えとして伝えられたのである。そのことをイエス・キリストは

群衆に知らせようと、岸を離れられた。聖書において最初に言及された舟（ヘブライ語でオニヤ）は創世

記 49:13「ゼブルンは海辺に住む。そこは舟の出入りする港となりその境はシドンに及ぶ。」である。舟

は権威の象徴であった。イエス・キリストが小舟に乗られたことはご自身の権威を表しており、エデンの

園の回復、神の国の回復と到来を表している。神の国はイエス・キリストとその御言葉にあるのである。

多くの人々がイエス・キリストに触れようとしたがそれを止めた。群衆はイエス・キリストを求めて叫



び、汚れた霊もイエス・キリストを見、ひれ伏して神の子だと叫んだ。イエス・キリストに触れていただ

くことは礼拝において神の霊に触れていただくことである。イザヤ書 53 章 3-4 節「彼は軽蔑され、人々

に見捨てられ多くの痛みを負い、病を知っている。彼はわたしたちに顔を隠しわたしたちは彼を軽蔑し、

無視していた。彼が担ったのはわたしたちの病、彼が負ったのはわたしたちの痛みであったのにわたし

たちは思っていた。神の手にかかり、打たれたから彼は苦しんでいるのだ、と。彼が刺し貫かれたのはわ

たしたちの背きのためであり、彼が打ち砕かれたのはわたしたちの咎のためであった。彼の受けた懲ら

しめによってわたしたちに平和が与えられ彼の受けた傷によって、わたしたちはいやされた。」すべての

病がすべて罪であるわけではないが、聖書を読み進めるとき我々は、神の懲らしめとしての病があるこ

とを知る。教会は神様を礼拝する場であり、また苦しんでいる人々の癒しの場でもある。イエス・キリス

トが十字架で死なれたのは人の救いのためであり、裁くためではない。教会に来るときに人が平安を得

られるのはイエス・キリストの我々に向けられた救いの愛のゆえである。ところで、私の心と存在はまた

先祖の心と存在の証しである。何千年も前の昔の人々と今の我々とは無関係ではないのである。イエス・

キリストは人の救いのために来られたことを、湖畔に押し寄せてきた群衆に伝えようとされた。その時

に悪霊、サタンもイエスを神であることを認めた。我々もイエス・キリストが神であることを認め礼拝す

べきである。空気は目に見えないが、確実に我々を取り囲んでいるのと同じであるように、イエス・キリ

ストは我々を取り囲み我々の神として今も生きておられるのである。イエス・キリストの恵みがもたら

されるためにはイエス・キリストの時を待つことである。キリストに触れていただくためにキリストに

委ねることである。何故なら、神様のご計画はすべての人がイエス・キリストによって救われることだか

らである。 


